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2階平面図

番頭部局
（男性）

国
指
定
重
要
文
化
財
　
「
森
家
」

こ
の
建
物
は
、
平
成
六
年
十
二
月
二
十
七
日
に
国
指
定

重
要
文
化
財
と
な
っ
た
。

森
家
は
、
代
々
四
十
物
屋
仙
右
衛
門
と
称
し
、
明
治
以

降
は
名
字
を
森
と
し
た
。

建
物
は
、
現
在
八
〇
・
二
坪
で
、
表
か
ら
母
屋
、
道
具

蔵
、
米
蔵
、
肥
料
蔵
と
続
い
て
い
た
が
、
今
は
、
米
蔵
、

肥
料
蔵
は
な
い
。

母
屋
の
オ
イ
に
は
囲
炉
裏
が
切
ら
れ
、
吹
抜
け
の
梁
・

差
物
・
帯
戸
の
豪
壮
な
構
成
は
見
事
で
あ
る
。
奥
座
敷
の

ト
コ
は
二
間
三
尺
幅
の
も
の
で
あ
る
。
表
構
え
は
、
ひ
ぐ

か
の
つ
い
た
コ
ケ
ラ
葺
き
の
庇
に
ス
ム
シ
コ
、
ス
ム
シ
コ

の
下
に
席
繋
ぎ
の
環
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
盛
事
の
面
影

を
残
し
て
い
る
。
道
具
蔵
の
扉
に
は
、
家
紋
と
龍
虎
の
鐘

（
こ
て
）
　
絵
が
施
さ
れ
て
お
り
、
東
岩
瀬
の
海
商
の
典
型

的
な
住
宅
の
た
た
ず
ま
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

乗
山
石
瀬
洞
だ
船
問
屋
型
町
家

日
本
海
で
活
躍
し
た
北
前
船
　
（
岩
瀬
で
は
バ
イ
船
と
い

う
）
　
に
よ
る
交
易
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
東
岩
瀬

港
は
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
北
前
船
主
は
主
と
し
て
北
海
道
、

上
方
と
さ
か
ん
に
交
易
し
、
東
岩
瀬
に
多
く
の
富
と
文
化

を
も
た
ら
し
た
。

「
北
前
船
廻
船
問
屋
森
家
」
　
は
、
明
治
十
一
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
建
築
当
時
の
た
～
ず
ま
い
を
残
す
東
岩

瀬
廻
船
問
屋
型
町
家
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
最

盛
期
の
廻
船
問
屋
欄
森
家
の
財
力
の
表
現
で
あ
り
、
ど
っ

し
り
と
し
た
重
厚
な
構
造
を
持
つ
東
岩
瀬
廻
船
問
屋
型
町

家
の
代
表
で
あ
る
。

東
岩
瀬
廻
船
問
屋
型
町
家
は
、
前
庭
を
持
つ
三
列
四
段

型
の
完
成
さ
れ
た
間
取
り
と
な
っ
て
い
る
。
玄
関
か
ら
背

後
の
船
付
場
ま
で
　
「
ト
オ
リ
ニ
ワ
」
　
（
土
間
廊
下
）
　
が
通

じ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。



まちなみ

岩瀬大町通りは、西側が神通川の

川溝を背にし、道路は藩政時代の街

道である。この通りには、「北前船

廻船問屋」森家をはじめ馬場家、米

田家、佐藤家、佐渡家、宮城家など

廻船、肥料、北洋漁業で活躍した多

くの旧家があり、宿場町東岩瀬とと

もに港を中心とした海商のまちでも

ある。岩瀬大町は、街道（加賀藩の

官道）に面した廻船問屋群のあるま

ちなみである


